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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境に改善の兆しが見られるものの、アジア

新興国の成長鈍化、英国ＥＵ離脱の影響、為替相場や株式市場の不安定化などにより、消費者の生活防衛意識が高

まり個人消費は伸びを欠く状況にあり、国内景気は依然として先行き不透明な状態で推移しております。

外食業界におきましても、労働力不足に伴う人件費の高騰、原材料価格の高止まりや物流費の上昇に加え、小売

業全体での業界の垣根を超えた激しい顧客獲得競争にさらされており、厳しい経営環境が続いております。

このような状況の下、当社グループにおきましては、「おいしさ、しあわせ創造企業」を経営理念に掲げ、2015

年度に策定した中期経営計画『Building The Future 2017』に沿って着実な成長に向けて取り組んでおります。

「原材料・素材・手づくり調理へのこだわり」「商品開発力の強化」「現場力の更なる強化」の３つを基本方針

とし、健康志向・少子高齢化・個食化等に対応するためのメニューの開発、地域や立地のニーズに合わせた新業態

店舗の開発及び経費の最適化を行い、更なる成長に向けた施策を実行しております。

これらの結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は417億５千１百万円（対前年同四半

期1.5％減）、営業利益は８億３千４百万円（同46.8％増）、経常利益は７億８千３百万円（同63.4％増）、親会社

株主に帰属する四半期純利益は４億１千７百万円（同124.2％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間の連結財政状態は、総資産は前連結会計年度と比較して10億４千８百万円減少し、382

億４千３百万円となりました。その主な要因は、現金及び預金の減少９億４千３百万円、売掛金の増加２億５千８

百万円、無形固定資産の減少３億７千３百万円等によるものであります。

負債は前連結会計年度と比較して８億７千９百万円減少し、175億７百万円となりました。その主な要因は、未払

金の減少９億１百万円及びその他流動負債の増加４億１千５百万円によるものであります。

純資産は前連結会計年度と比較して１億６千８百万円減少し、207億３千５百万円となり、自己資本比率は54.2％

となっております。その主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上４億１千７百万円、剰余金の配当

による減少５億６千万円によるものであります。

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前第２四半期連結累計期間

と比較して６億８千９百万円減少し、143億９千５百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは15億６千７百万円の収入となりました。その主な要因は、税金等調整前四

半期純利益７億６千万円、減価償却費12億６千２百万円、未払金の減少４億１千２百万円及び売上債権の増加２億

３千９百万円等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは16億８千１百万円の支出となりました。その主な要因は、有形固定資産の

取得による支出９億７千万円及び無形固定資産の取得による支出４億７千５百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは８億２千９百万円の支出となりました。その主な要因は、配当金の支払額

５億５千６百万円及びリース債務の返済による支出２億７千２百万円によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年３月期の連結業績予想につきましては、平成28年４月28日に公表しました「平成28年３月期決算短信」

に記載の平成29年３月期の通期の業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日）に変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　 該当事項はありません。

なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、当第２四半期連結累計期間において、Fast Restaurant

International Pte. Ltd. を設立したため、連結の範囲に含めております。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　 該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物付属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ38百万円

増加しております。

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。

３．継続企業の前提に関する重要事象等

　 該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 15,339 14,395

売掛金 3,960 4,219

商品 575 352

原材料及び貯蔵品 122 45

前払費用 395 453

短期貸付金 5 4

繰延税金資産 367 482

その他 728 704

貸倒引当金 △105 △140

流動資産合計 21,390 20,516

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,955 2,492

土地 2,242 2,242

その他（純額） 2,980 2,554

有形固定資産合計 7,178 7,290

無形固定資産

のれん 5 5

ソフトウエア 2,662 2,447

ソフトウエア仮勘定 159 1

その他 1 1

無形固定資産合計 2,828 2,455

投資その他の資産

投資有価証券 298 225

差入保証金 5,034 5,270

繰延税金資産 1,611 1,590

その他 1,510 1,480

貸倒引当金 △560 △585

投資その他の資産合計 7,894 7,981

固定資産合計 17,902 17,727

資産合計 39,292 38,243
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 6,232 6,361

未払金 4,162 3,260

リース債務 531 526

未払法人税等 486 301

未払費用 354 379

賞与引当金 486 388

役員賞与引当金 12 －

資産除去債務 92 83

その他 711 1,126

流動負債合計 13,070 12,428

固定負債

リース債務 1,533 1,299

退職給付に係る負債 2,415 2,414

ポイント引当金 33 29

長期未払金 57 55

資産除去債務 809 830

その他 467 451

固定負債合計 5,317 5,079

負債合計 18,387 17,507

純資産の部

株主資本

資本金 7,297 7,297

資本剰余金 10,430 10,430

利益剰余金 3,837 3,695

自己株式 △739 △739

株主資本合計 20,825 20,682

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 127 77

退職給付に係る調整累計額 △48 △24

その他の包括利益累計額合計 79 53

純資産合計 20,904 20,735

負債純資産合計 39,292 38,243
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 42,402 41,751

売上原価 23,346 22,907

売上総利益 19,056 18,844

販売費及び一般管理費 18,488 18,009

営業利益 568 834

営業外収益

受取利息 1 0

受取配当金 2 3

受取賃貸料 74 82

その他 8 8

営業外収益合計 87 95

営業外費用

支払利息 21 19

店舗改装等固定資産除却損 4 7

賃貸費用 72 83

リース解約損 30 8

その他 47 26

営業外費用合計 176 146

経常利益 479 783

特別利益

店舗譲渡益 155 9

その他 - 0

特別利益合計 155 9

特別損失

固定資産除却損 10 30

減損損失 107 0

その他 - 1

特別損失合計 118 32

税金等調整前四半期純利益 517 760

法人税、住民税及び事業税 333 425

法人税等調整額 △3 △82

法人税等合計 330 342

四半期純利益 186 417

親会社株主に帰属する四半期純利益 186 417
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 186 417

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 39 △50

退職給付に係る調整額 29 24

その他の包括利益合計 69 △26

四半期包括利益 255 391

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 255 391

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 517 760

減価償却費 1,226 1,262

減損損失 107 0

固定資産除却損 15 38

リース解約損 30 8

店舗譲渡損益（△は益） △155 △9

貸倒引当金の増減額（△は減少） 23 60

賞与引当金の増減額（△は減少） 5 △98

役員賞与引当金の増減額（△は減少） - △12

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 36 33

ポイント引当金の増減額（△は減少） △4 △4

受取利息及び受取配当金 △4 △4

支払利息 21 19

売上債権の増減額（△は増加） △31 △239

たな卸資産の増減額（△は増加） △65 300

仕入債務の増減額（△は減少） 319 129

未払金の増減額（△は減少） △449 △412

未払費用の増減額（△は減少） △6 54

前受収益の増減額（△は減少） 564 296

未払消費税等の増減額（△は減少） △1,239 77

長期前払費用の増減額（△は増加） △228 △29

その他 △673 △12

小計 7 2,221

利息及び配当金の受取額 4 4

利息の支払額 △21 △19

法人税等の支払額 △432 △638

営業活動によるキャッシュ・フロー △440 1,567

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 1,000 -

店舗譲渡による収入 216 25

有形固定資産の取得による支出 △417 △970

有形固定資産の売却による収入 - 0

無形固定資産の取得による支出 △307 △475

貸付けによる支出 △2 △3

貸付金の回収による収入 5 6

敷金及び保証金の差入による支出 △14 △308

敷金及び保証金の回収による収入 110 67

その他 △28 △23

投資活動によるキャッシュ・フロー 561 △1,681
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(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △6 -

リース債務の返済による支出 △271 △272

配当金の支払額 △562 △556

財務活動によるキャッシュ・フロー △840 △829

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △719 △943

現金及び現金同等物の期首残高 15,804 15,339

現金及び現金同等物の四半期末残高 15,084 14,395
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)２

ＫＦＣ事業 ピザハット事業 その他事業 計

売上高

外部顧客への売上高 32,553 7,391 2,457 42,402 ― 42,402

セグメント間の内部
売上高又は振替高

269 138 3,742 4,150 △4,150 ―

計 32,823 7,529 6,200 46,553 △4,150 42,402

セグメント利益又は損失（△） 528 △280 670 918 △349 568

（注）１ セグメント利益又は損失の調整額は、主にセグメント間取引相殺消去額であります。

　 ２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

「ＫＦＣ事業」及び「その他事業」において、当第２四半期連結累計期間時点で閉店を決定した店舗について減損

損失を計上いたしました。なお、当該減損損失の計上額は、ＫＦＣ事業17百万円、その他事業89百万円であります。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)２

ＫＦＣ事業 ピザハット事業 その他事業 計

売上高

外部顧客への売上高 32,554 7,101 2,094 41,751 － 41,751

セグメント間の内部
売上高又は振替高

298 109 3,452 3,860 △3,860 －

計 32,853 7,211 5,547 45,612 △3,860 41,751

セグメント利益又は損失（△） 255 △87 614 782 51 834

（注）１ セグメント利益又は損失の調整額は、主にセグメント間取引相殺消去額であります。

　 ２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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